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資料１       

2023 年度事業計画 

自令和 5年 ４月 １日 至令和 6年 ３月３１日 

公 益 財 団 法 人 大 平 正 芳 記 念 財 団 

 

事業計画概要 

 

公益財団として 3つの中核公益事業・「環太平洋学術研究奨励事業」、「北京日

本学研究センターとの共同事業」、「当財団の事業について普及・啓発・啓蒙を

行う事業」について、個々の公益性にしっかりと留意しつつ、例年事業を着実

に遂行する。 

 

１ 環太平洋学術研究奨励事業 

 

(１) 第３９回大平正芳記念賞     正賞４件に対しクリスタル牌と 

賞 金 ４００万円 

  

① 石井 由梨佳 氏（防衛大学校人文社会科学群国際関係学科准教授) 

『Japanese Maritime Security and Law of the Sea』  

Brill 2022年 

 

② 庄司 智孝 氏（防衛研究所地域研究部アジア・アフリカ研究室長） 

『南シナ海問題の構図－中越紛争から多国間対立へ』  

名古屋大学出版会 2022年 

   

③ 長 史隆 氏（立教大学法学部兼任講師） 

『「地球社会」時代の日米関係 

－「友好的競争」から「同盟」へ 1970-1980年』 

有志舎 2022年 

 

④湯川 勇人 氏 

（広島大学人間社会科学研究科法学・政治学プログラム准教授） 

『外務省と日本外交の 1930年代－東アジア新秩序構想の模索と挫折』 

千倉書房 2022年 
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＜特別賞＞        ２件に対し、クリスタル牌と合計１００万円 

⑤太田 淳 氏（慶應義塾大学経済学部教授) 

長田 紀之 氏（アジア経済研究所研究員） 

青山 和佳 氏（東京大学東洋文化研究所教授） 

今村 真央 氏（山形大学人文社会科学部教授） 

蓮田 隆志 氏（立命館アジア太平洋大学アジア太平洋学部准教授 

『世界史のなかの東南アジア－歴史を変える交差路』  

名古屋大学出版会 2021年 

 

   ⑥高橋 伸夫 氏（慶應義塾大学法学部教授） 

    『中国共産党の歴史』 

                     慶應義塾大学出版会 2021年 

 

(２) 第３７回学術研究助成費       １件に対しクリスタル牌と 

賞 金 １００万円 

 

①森 万佑子 氏 

（東京女子大学現代教養学部国際社会学科国際関係専攻准教授） 

『「小国」の勲章外交－琉球・ハワイ・大韓帝国』 

 

 

（３）岩手大学大学院奨学金            応募者無し 

  

２ 北京日本学研究センターとの共同事業 

 

「大平コーナー」運営推進事業の一環として 

 

(１)第１9回「日本語優秀学位論文大会」の開催 

※6月 20日前後（卒業式に合わせ）に表彰式を行う。 

 

(２)日本語名著翻訳事業 候補作検討中 

 

３ 当財団の事業について普及・啓発・啓蒙を行う事業 

 

(１) 公的機関を通じて故大平正芳の関係資料等の公開を行う事業。 

① 大平正芳記念館の運営のサポート 
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(２) 「大平正芳記念財団の事業」パンフレット及び「大平正芳記念財団 

レポート」発行と無償配布の事業 

①「大平正芳記念財団の事業」パンフレットの発行 

      ア 「大平正芳記念財団の事業」パンフレット 

       イ 「大平正芳記念財団の事業活動」(2022年 6月から 2023年 5 

   月まで)リーフレット 

② 「大平正芳記念財団レポート」第４１号の発行 

③ 「硯滴考１５号、１６号、１７号」の発行 

④ 「1970年代の日中関係の展開と大平外交」（仮称）の発行 

           

   (３)HPの更新、FACEBOOKでの広報活動 

 

  （４）香川県立観音寺第一高等学校（大平総理母校） 

     大平賞 （文化学術優秀チーム・卒業式で表彰） 


